
山梨県資料 

県内の不法投棄の状況と撤去実績について 

令和５年４月～令和６年３月までの間、各地域の廃棄物対策協議会による監視パトロー

ルなどによって確認された不法投棄の状況、及び撤去実績は、以下のとおりである。 

１ 令和５年度中の状況と近年の推移 
 

（１）新規確認 

○  新規確認の不法投棄量は４３２ｔ（対前年度比７２．０％増）であり、不法投棄箇所数  

は１,００１箇所（対前年度比４．９％増）である。 

○  投棄量は昨年度と比べ増加した。 

○  投棄箇所数は、近年微増傾向にある。  

 

（２）撤去 

○  撤去量は４６２ｔ(対前年度比６８．５％増）であり、撤去箇所数は、９９２箇所（対前年   

度比２５．３％増)である。 

 

    

 

 

 

 

   

 

 

   

    

 

   

   

 

 



 

（３）年度末の状況 

○  残存している不法投棄量は５４２ｔ（対前年度比５．２％減）であり、投棄箇所数は 

１,７６６箇所（対前年度比０．５％増）である。 

○  残存箇所数は増加傾向にあるが、残存投棄量は昨年度と比べて減少した。 

 

 
 

２ 令和５年度中の廃棄物の種類別状況 

○  新規確認した廃棄物の種類は、投棄量では一般廃棄物が６７ｔ(構成比１５．５％)、

産業廃棄物が３６５ｔ(同８４．４％)であり、投棄箇所では一般廃棄物９７９箇所(同９７．

８％)、産業廃棄物が２２箇所(同２．２％)となっている。 

○  撤去された廃棄物の種類は、撤去量では一般廃棄物が４５ｔ(構成比９．７％)、産業

廃棄物が４１７ｔ(同９０．３％)であり、撤去箇所では一般廃棄物が９３４箇所(同９４．

２％)、産業廃棄物が５８箇所(同５．８％)となっている。 

○  残存している廃棄物の種類は、投棄量では一般廃棄物が３１５ｔ(構成比５８．１％)、

産業廃棄物が２２７ｔ(構成比４１．９％)であり、投棄箇所では一般廃棄物が１,５９０箇

所(構成比９０．０％)、産業廃棄物が１７６箇所(構成比１０．０％)となっている。 



 

３ 令和５年度中の林務環境事務所別の状況 
 ○ 新規確認について、新規確認量のうち峡南が７６．９％と多く、箇所数は峡東が３８．

８％、富士・東部が３３．６％、中北が１９．４％、峡南が８．３％となっている。 
○ 撤去について、撤去量のうち峡南が７１．２％と多く、箇所数は富士・東部が４２．

７％、峡東が３７．８％、中北が１３．０％、峡南が６．５％となっている。 
○ 残存投棄量のうち富士・東部が４３．２％と多く、残存投棄箇所は峡南が３１．２％、

富士・東部が２５．９％、中北が２３．６％、峡東が１９．２％となっている。 
 

不法投棄の推移(県計）

区分 Ｈ３０ R1 R2 R3 R4 R5
前年比/
構成比

前年比/
構成比

前年比/
構成比

前年比/
構成比

前年比/
構成比

前年比/
構成比

新規確認量 629 2058.0 6,691 1063.8 497 7.4 117 23.5 251 215.3 432 171.9
中北 566 90.0 26 0.4 28 5.6 43 37.0 105 42.0 49 11.3
峡東 31 4.8 8 0.1 353 70.9 14 11.9 13 5.2 30 6.9
峡南 9 1.4 6,231 93.1 78 15.6 31 26.6 119 47.5 332 76.9
富士・東部 23 3.7 426 6.4 39 7.8 29 24.5 13 5.4 21 4.9

新規確認箇所数 830 87.9 870 104.8 942 108.3 944 100.2 954 101.1 1,001 104.9
中北 209 25.2 235 27.0 181 19.2 177 18.8 228 23.9 194 19.4
峡東 335 40.4 280 32.2 374 39.7 359 38.0 359 37.6 388 38.8
峡南 94 11.3 96 11.0 84 8.9 103 10.9 96 10.1 83 8.3
富士・東部 192 23.1 259 29.8 303 32.2 305 32.3 271 28.4 336 33.6

撤去量 589 (4734.4) 6,637 1126.8 127 1.9 400 315.7 274 68.5 464 169.2
中北 554 94.1 13 0.2 24 18.9 9 2.2 91 33.0 12 2.5
峡東 8 1.4 8 0.1 62 48.8 260 65.0 30 10.9 40 8.6
峡南 10 1.7 6,231 93.9 9 7.0 74 18.6 141 51.5 330 71.2
富士・東部 18 3.1 385 5.8 32 25.2 57 14.3 12 4.6 82 17.7

撤去箇所数 758 103.1 718 94.7 933 129.9 833 89.3 792 95.1 992 125.3
中北 193 25.5 156 21.7 131 14.0 130 15.6 145 18.3 129 13.0
峡東 265 35.0 290 40.4 420 45.0 315 37.8 335 42.3 375 37.8
峡南 134 17.7 87 12.1 78 8.4 75 9.0 79 10.0 64 6.5
富士・東部 166 21.9 185 25.8 304 32.6 313 37.6 233 29.4 424 42.7

投棄量(年度末残量） 453 109.7 595 131.3 878 147.7 595 67.7 572 96.1 542 94.8
中北 40 8.8 92 15.4 57 6.5 92 15.4 106 18.6 143 26.4
峡東 70 15.6 116 19.4 362 41.2 116 19.4 99 17.2 90 16.6
峡南 69 15.2 69 11.6 138 15.7 95 15.9 73 12.7 75 13.8
富士・東部 274 60.4 293 49.3 321 36.6 293 49.3 294 51.4 234 43.2

投棄箇所(年度末） 1,323 105.8 1,475 111.5 1,484 100.6 1,595 107.5 1,757 110.2 1,766 110.7
中北 92 7.0 171 11.6 221 14.9 268 16.8 351 20.0 416 23.6
峡東 314 23.7 304 20.6 258 17.4 302 18.9 326 18.6 339 19.2
峡南 474 35.8 483 32.7 489 33.0 517 32.4 534 30.3 553 31.2
富士・東部 443 33.5 517 35.1 516 34.8 508 31.8 546 31.1 458 25.9
※「前年比/構成比」欄は、事務所合計の行が前年比、事務所の行は構成比
※投棄量及び撤去量については、四捨五入で計算して表記していることから、合計値が合わない場合がある。

（投棄量単位：トン）

 

 

 

 

 

 

 



（参考１）一般廃棄物・産業廃棄物別 新規確認について 

① 一般廃棄物 

 

 

② 産業廃棄物 

 

 

 

 



（参考２）一般廃棄物・産業廃棄物別 撤去について 

① 一般廃棄物 

 

 

② 産業廃棄物 

 

 

 

 



（参考３）一般廃棄物・産業廃棄物別 年度末の状況につて 

 ① 一般廃棄物 

 

 

③ 産業廃棄物 

 

 

 

 



（資料） 

 

 

 


